平成２９年度　使用教科書の採択理由（国語科）
	科目
	採択教科書
	採択の理由

	
	
	

	国語総合
	高等学校国語総合　現代文編

（三省堂）
	○メディア論や言語論、科学論など、多様なテーマから話題が取り上げられているため、生徒が意欲を持って学習に取り組むことが期待される。また、生徒に身に付けさせたい論理的思考力を養うことができる。

○「＜いま＞を読む」「読書の扉」など、生徒の自主的な活動を促す内容も多く含まれており、生徒の主体的学習の手掛かりとなることが期待される。

	国語総合
	高等学校国語総合　古典編
（三省堂）
	○作品の背景などを解説したコラムが複数設けられており、それぞれ関連させながら学習を進められるようになっており、知識が深められる。
○「学習の手引き」は、内容理解だけでなく、言語事項・漢文句法についても多角的に学習できるようになっており、深い読みが期待できる。

	現代文B
	精選現代文B
（東京書籍）
	○評論教材では、文化論や芸術論、情報論や記号論、環境論、科学論などがバランスよく取り上げられており、論理の構成や展開を的確に捉える能力を育成するために適したものが選ばれている。
○巻末に「言語活動編」が設けられており、「適切に表現する能力」を効果的に育成することができる。
○コラムに併設されている読書案内は、巻末の「読書案内」と併せて生徒に読書への興味を持たせるのに効果的である。

	古典B
	古典B　古文編
（数研出版）
	○「大鏡」、「源氏物語」などの主要教材から多く出典されており、和歌も含めて基本的教材を幅広く学習することができる。
○人物や話題の関連する教材が配されており、重層的に理解を深めることができる。

	古典B
	古典B　漢文編
（数研出版）
	○故事、漢詩、史伝、思想といった定番教材を押さえる一方で、センター試験等において出題されることの多い宋代以降の文章も収められている。
○時代背景等への理解を深めるズームアップのコーナーがあり、また関連図書も紹介されている。


